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　ＭＪ－12の主要メンバーの一人である流支万岩は、お目当ての奈伊ちゃ

んのハートをゲットするべく新戸町をうろついていた。秋めいた黒のス

ーツを洒落て着こなし、ビルのミラーに写る自分の姿をしきりに気にし

ている。

　ネクタイが曲がっていないか、背中は曲がって見えないか、ヘアース

タイルが乱れていないか、他人からおかしいと思われていないかなど、

彼のチェックするべきところは数多くあった。彼は今、口数の少ない二

枚目な30代前半の男『長島』を演じているのだ。

　流支万は自分の横を通りすがる女性のあつい視線を敏感に感じつつも、

お目当ての奈伊ちゃんの姿をさがし続けている。

　奈伊は新戸町の繁華街にいた。これといった目的もなさそうに、町中

をぶらついているのを見つけた。

　ターゲットを見付け、軽く自分の髪をかき上げてみせる流支万。作戦

開始である。彼は無言のまま奈伊のほうに近づいていく。その手にはケ

ーキの入った箱が握られている。ケーキをぶつけて落とし、それをきっ

かけにしようという作戦である。

　その日の奈伊はただなんとなく町をぶらついていた。今日、流支万と

運命的な出会いをしようなどとは予想だにしていない。その視線は宙を

泳いでおり、不意にパチンコパーラーの看板が目についた。すると思わ

ずパチンコ屋のほうに足が向かってしまう奈伊ちゃんであった。

　ふいに奈伊の歩く方向が変わり、「ああっ」とか言いながら、その横

を通り過ぎてしまう流支万である。

　これで、ケーキをわざとぶつけて落としてこれをきっかけにしようと

目論んでいた流支万の作戦はもろくも失敗してしまった。が、これくら

いでメゲる彼ではない。うまくぶつかるまで、奈伊につきまとうまでで

あった。

　彼は今日中に奈伊との接触を成功させるつもりであった。流支万はパ

チンコ屋に入った奈伊がそこから出るのを待ち続けた。

　しかしいつまで経っても彼女が出てくる気配はなかった。奈伊は店で

パチンコ台を一つ大放出させていたのだ。それでも彼は待ちつづけた。

恋愛には忍耐も必要である。それだけで彼の貴重な半日は過ぎてしまっ

た。

　既に夜もふけて、台を打ち止めにさせた奈伊が店から出てきた。彼女

の両脇には景品が山盛り抱えられている。

　流支万の目がキランと輝いた。チャンスである。奈伊はよく前が見え

ていない。彼は奈伊の方へ急速に歩み寄って行った。

　あと少しで二人はぶつかるというところまでいったが、寸前でまた奈

伊が思い出したように歩く方向を変えてしまった。換金を忘れていたの

である。奈伊は換金所のほうに向きを変え、それでまた、流支万は奈伊

の横をすり抜けるだけになってしまった。

「できる！」

　流支万はその身のかわしのうまさに思わず唸ってしまった。

　流支万はそのままパチンコ屋のウィンドウにぶつかってしまった。が、

奈伊はそんな流支万には気付かず、換金を済ませ、夜もふけたので家に

帰ろうとしている。

　流支万は手にしていたケーキをあやまって潰してしまったが、そのく

らいでメゲる彼ではなかった。つぶれたケーキに見切りをつけ、家路を

急ぐ奈伊の後を追っていく。恋愛に犠牲はつき物なのだ。

　流支万はなんとか奈伊に接触しようと試みたが、ヘタに近づこうとす

るその様は、道をあやまって痴漢に走ってしまったサラリーマンのよう

でもあった。彼も痴漢に走れないこともなかったが、それは今後の作戦

に支障があると思われてそんな勇気はわいてこなかった。彼の二枚目の

看板にも傷がつく。

　そうこう戸惑っているうちに、奈伊は自分の家に到達してしまってい

た。奈伊の家の前に立ってただ呆然とするしかない流支万であった。

　今日成功するはずだった彼女とのステキな出会いもこれで一時お預け

である。

　しかし流支万はあきらめることなく、奈伊の家の周囲を何度もめぐり、

双眼鏡まで取り出して奈伊の部屋の様子をうかがった。なんとかして自

然な恋愛関係を結ばなければならない。恋愛に事前調査は必要である。

彼はいかにも探偵を装いながら、堂々と奈伊の家の周囲を調べまくった。

　その結果、奈伊は自転車を持っていることが判明した。彼に悪知恵が

働く。奈伊の自転車をパンクするように仕組み、修理に困っているとこ

ろへ自分がさっそうと現れて、パンクを修理してあげて顔見知りになっ

てしまおうという作戦を思い付いたのである。

　流支万はすぐさまそれを実行に移した。

　奈伊の自転車を夜通しバラして壊れやすくし、さらにタイヤのチュー

ブにヤスリをかけてパンクしやすくした。彼のやることは段々と犯罪め

いてきたが、最初からセクハラ目的だったのでどうでもよいことだった。

恋に危険はつき物である。それに彼女が転倒してケガでも負えば、介抱

してあげたときの感謝の念も倍加しようというものである。

　彼はさらに近くの自転車屋に押し入って修理道具を盗みだし、万全の

態勢を整えた。

　次の日まで、流支万はずっと奈伊の家の前に立っていた。彼は通りに

まきびしをびっしりとばらまき、そこを通れは簡単にパンクするように

もしておいた。これは近くにある忍者屋敷に押し入って盗んできたもの

である。

　流支万はずっと奈伊が家から出てくるのを待っていたが、彼女はとう

とうその日外に出ることはなかった。その日、奈伊は非番だったのであ

る。食料は昨日パチンコで稼いでいたので、外に出る必要もなかった。

　流支万は、予測外な行動を取る奈伊から目を離すこともできず、ずっ

と彼女の家の前に立ち続けていた。その間に、通りのまきびしに引っ掛

かり、２台の車と３台の自転車と４匹の犬猫が事故ってしまった。が、

これもやむを得ないことである。恋愛とはある意味、手前勝手な自分た

ちだけの世界であり、周囲の犠牲も厭んではならないものだからである。

　次の日になって、やっと奈伊が外に姿を現してきた。

　しかし彼女は徒歩で出勤してしまった……

　その間にもまきびしに引っかかって、さらに一台の車が事故ってしまっ

ていた。流支万はここにきて、ついに自分の作戦の失敗を認めざるを得な

かった。もはや自力では奈伊と接触するのは困難と思われていた。

　そこで彼は事故った自動車の中から携帯電話をうばい取ると、ＭＪ－12

の本部へ連絡をとることにした。

「……流支万が奈伊との接触に失敗したそうです」

　と、その電話を受け取った崇杏子が報告した。

「そうか...」

　国士武僧は最初、その報告を適当に聞き流していた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）

